
宇治群島の自然

植物

概況

大野照好

宇治群島は甑島の南方40kmの海上に点在する家島・向島の二島と周囲に散在する多数の岩礁

から成り立っている小さな無人島である。

1．家島の植生

家島は周囲約5kI'',面積約0.61k㎡の南北に長い小島で，最高点は南日岳の96mである。海岸

は険しい海食崖によって囲まれているが，南西部に小さな磯海岸が2ケ所あり，その1つ（通
称片浦波止場）は現在避難港となっている。

（1）海岸断崖地植物群落

海岸の断崖地や岩隙地にはハチジョウススキ，ポタンポウフウ，ホソバワダン，オニヤブン

テツ，ヒゲスゲ，ツワブキ，サツマノギクなどによって構成されるサツマノギクーホソバワダ

ン群集が発達している。片浦波止場の岩隙地にはハマトラノオ，ハチジヨウススキ，ボタンボ

ウフウ，ヒゲスゲ，ハマナレン，ホソバワダン，オニヤブソテツ，ソナレムグラの混生するハ

マトラノオ群落が発達している。群落の組成はサツマノギクーホソバワダン群集と変わらない。
（2）路傍・路上植物群落

片浦波止場はやや平坦な砂礫地が発達しており，避難小屋（作業小屋）も建てられていて一

時的に人が生活をしており，人的干渉を受けた植生が発達している。そこにはハチジョウスス

キ，ツルソバ，ノブドウ，ハマウド，ニオウヤブマオ，ソクズ，ギシギシ，ハマアザミ，カタ

バミ，ヘクソカズラ，ポタンボウフウ，ホソバワダンなどが生育し，ハチジョウススキ群落，
ツルソバ群落，ギシギシ群落，ハマウド群落，ニオウヤブマオ群落，ソクズ群落などが発達し

ている。水湿地にはイグサ群落やイソテンツキ群落なども発達している。
（3）風衝低木群落

海風の影響を強く受ける断崖上にはマルバニッケイ群落が発達している。マルバニッケイの

他にハマヒサカキ，オオムラサキシキブ，モクタチバナ，シマグワなどが亜高木状に生育し，
低木層にはイヌビワ，ハマビワ，トベラ，ハマヒサカキ，モクタチバナなどが優占している。
草本層はツワブキ，ムサシアブミ，ヒゲスゲ，ノシランなどが優占している。最高点の南日岳
の南東斜面などにはリュウキュウチク群落が発達している。

（4）山地樹林群落

家島にはシイ・カシ類は1本も見ることはできなかった。家島の片浦波止場に流れる渓流沿
いの山地は大部分がモクタチバナ群落によって占められている。モクタチバナ群落はモクタチ

バナの優占度が極めて高く，亜高木状に生長してハマビワ，タブノキ，イヌビワなど僅かの樹

種を混生している。低木層にはトベラ，マサキ，オオムラサキシキブ，マルバグミ，コクテン
ギなどが見られるにすぎない。草本層はオニヤブソテツ，ムサシアブミ，ナンゴクウラシマ

ソウ，ナンゴクアオイなどが生育している。モクタチバナ群落は風衝低木群落のホソバワダ
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ン一マルバニッケイ群集に隣接し，ムサシアブミータブ群集やビロウ群落に移行する立地に発

達する亜高木林でモクタチバナーマサキ群落にまとめられる群落である。ハマヒサカキの優占

する林分がモクタチバナーマサキ群落中に部分的に認められるが，群落の構成種群はモクタチ

バナーマサキ群落とほとんど変わらない。オニヤブソテツーハマビワ群集も発達している。緩

傾斜の適潤地にはタブノキが高木状に生長した群落が局部的に認められる。ムサシアブミータ

ブ群集に属する群落と見られるが群落の構成種数が少なく単純である。

2．向島の植生

向島は周囲約10km,面積約1.75k㎡の南北に細長い小島で，最高点は島の北端に位置する清内

岳の324.6mである。海岸は険しい海食崖によって囲まれていて島への上陸は容易でない。

（1）海岸断崖地植物群落

海岸の断崖地や岩隙地にはサツマノギクーホソバワダン群落が発達し，ハマアザミ，ニオウ

ヤブマオ，ボタンボウフウ，ハチジョウススキなどが混生している。部分的にハマアザミ群落

も発達している。また，ほふく性の小木であるオキナワハイネズ群落も点在的に発達し，ハチ

ジヨウススキやボタンボウフウ，オニヤブソテツ，ホソバワダン，クサスギカズラ，ハマボッ

スなどが混生している。

（2）風衝低木群落

常に強風の影響を受ける急斜面や岩崖地には風衝性の低木群落または亜高木群落が発達して

いる。島の東北部の岩崖地にはモクタチバナやハマビワの優占する亜高木群落が発達している。

低木層にもモクタチバナやハマビワが優占し，ハマサルトリイバラ，オオムラサキシキブ，コ

クテンギなどが混生している。草本層はオニヤブソテツ，クワズイモ，ノシランの優占度が高

く，ムサシアブミ，アオノクマタケラン，オオイワヒトデなどが混生するオニヤブソテツーハ

マビワ群集にまとめられている群落である。清内岳の山頂部にはトベラーウバメガシ群集やマ

サキートベラ群集，マルバサツキ群落などの小群落が認められる。トベラーウバメガシ群集は

ケウバメガシ，シヤリンバイ，トベラなどが上層に優占し，下層にはりユウキユウチクが著し

く優占し，ムサシアブミやナンゴクウラシマソウ，ノシランなどが混生している。マサキート

ベラ群集はマサキ，トベラ，シャリンバイ，マルバグミ，ヒサカキ，ネズミモチなどが混生し，

下層にはヒゲスゲ，サツマノギク，ヤマカモジグサ，コバノカナワラビ，ノシラン，コヤブラ

ンなどが生育している。突き出た岩上にマルバサツキ群落が成立している。この山頂帯に特産

のウジカラマツが自生している。

（3）高木群落

向島には家島には見られなかったスダジイ群落やビロウ群落が発達している。タブノキ群落

やヤブニッケイ群落も見られる。高木層や亜高木層にはマテバシイ，ショウベンノキ，モクタ

チバナ，ハマビワ，エゴノキ，シマグワ，ヤブツバキ，カクレミノ，サンゴジュ，ホルトノキ

などが常在的に優占している。低木層はギョクシンカ，アオキ，モクレイシ，オオムラサキシ

キブ，マサキ，コクテンギ，ヤツデ，シキミなどが混生している。草本層はオオイワヒトデ，

イシカグマ，コバノカナワラビ，オニヤブソテツなどのシダ類やクワズイモ，フウトウカズラ，

ムサシアブミ，ノシラン，ナンゴクアオイ，アオノクマタケラン，ハラン，ヒゲスゲなどが優

占的に生育している。特に自生のハランは黒島や諏訪瀬島とともに貴重なものであり，ハラン

を林床にもつスダジイ群落は特記する価値がある。
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目録

川窪伸光

宇治群島の植物相は、迫ら（1988）の最新の報告などでかなりの部分が明らかになった。し

かし，家島，向島ともに急峻な地形を備えた無人島であるため，未だ十分な調査が行なわれて

いないのも事実である。ここでは，現在までに分布が確認されている維管束植物の目録を迫ら

(1988）の報告に基づき再録すると共に，1993年9月24．25日に行った家島での調査と，25日

に1時間ほど上陸できた向島での調査結果を記録する。なお今回の調査で，家島から新たにサ

ンゴジュ（スイカズラ科）の分布が確認された。

宇
治
向
島

宇
治
家
島

Scientificnarne 和名

PTERIDOPHYTAシダ植物

Selaginellaceae

SelaginellatamariscinaSpring
Hymenophyllaceae
CrepridomaneslatealatumCopel.
GonocormusminutusK.lwats

Pteridaceae

MicrolepiastnigosaPresl
PterisfaurieiHieron

Davalliaceae

NephrolepisaunriculataTrimen
Aspidiaceae
ArachniodesaristataTindale

Arachniodespseudo-aristataNakaike

CtenitissubglandulosaChing
CyrtomiumfalcatumPresl

DryopteriserythrosoraO.K.
DryopterisvariaO.K.

PolystichumlepidocaulonJ.Sm
Stenogrammapozoissp.mollissimaK・lwats
ThelypterisacuminataMorton

Aspleniaceae

AspleniumantiquumMak.
Phlypodiaceae

ColysisellipticaChing
ColysispothifoliaPresl

ColysiswrightuiiChing
ColysisxshintenensisH.Ito

LemmaphyllummicrophyllumPresl
LepisorusthunbergianusChing
LepisorusuchiyamaeH・Ito
PyrrosialinguaFarw.

Vittariaceae

LoxogrammesalicifoliaMak.
SPERMATOPHYTA種子植物

GYMNOSPERMAE裸子植物
Pinaceae

PinusthunbergiiParl.
Cupressaceae

JuniperusluchuensisSatake
ANGIOSPERMAE裸子植物

DICOTYLEDONEAE双子葉植物

ARCHICHLAMYDEAE古生花被区

Piperaceae
PieperkadzuraOhwi

イワヒバ科

イヮヒバ

コケシノブ科

アオホラゴケ

ウチヮゴケ

ワラビ科

イシカグマ

ハチジョウシダ

シノブ科

クマシダ

オシダ科

ホソバカナワラビ

コバノカナワラビ

カッモウイノデ

オニヤブソテッ

ベニシダ

ナンカイイタチシダ

オリズルシダ

ミゾシダ

ホシダ

チャセンシダ科

オオタニワタリ

ウラポシ科
イヮヒトデ

オオイヮヒトデ

ヤリノホクリハラン

シンテンウラボシ

マメヅタ

ノキシノブ

コウラボシ

ヒトッバ

シシラン科

イワヤナギシダ

○

○
○

○ ○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

マツ科

クロマッ

ヒノキ科

オキナワハイネズ

十

○’○

コショウ科

フウトウカズラ ○’○

○：分布，＋：帰栽逸，▼：北限，※：新記録，今回確認
－
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ブナ科

スダジイ

マテバシイ

ケウバメガシ

ニレ科

クワノハエノキ

エノキ

クワ科

イヌビヮ

イタビカズラ

オオイタビ

アコウ

シマグワ

イラクサ科

ニオウヤブマオ

カラムシ

コケミズ

ツチトリモチ科

キイレッチトリモチ

ウマノスズクサ科

ナンゴクアオイ

タデ科

ツルソバ

シロバナサクラタデ

イヌタデ

ギシギシ

ヒユ科
ハチジョウイノコズチ

オシロイバナ科

オシロイバナ

ザクロソウ科

ツルナ

スベリヒユ科

スベリヒユ

ナデシコ科

オランダミミナグサ

ヒメハマナデシコ

ハマツメクサ

ノミノフスマ

ウシハコベ

コノ、コベ

キンポウゲ科
ボタンヅル

センニンソウ

キツネノポタン

ウジカラマッソウ

アケビ科
ムベ

ッヅラフジ科

コウシュウウヤク

ァオッヅラフジ

ミヤコジマツヅラフジ

オオッヅラフジ

ハスノハカズラ

モクレン科

シキミ

サネカズラ，ビナンカズラ
オガタマノキ

クスノキ科

Fagaceae

CastanopsissieboldilYamazakietMashiba

LithocarpusedulisRehd.

QuercusphillyraeoidesF.wrightiiMak.
Ulmaceae

CeltisboninensisKoidz.

CeltissinensisPers.

Moraceae

FicuserectaThunb.

FicusoxyphyllaMiq.

FicuspumilaL.

Ficussuperbavar.japonicaComer
MorusaustralisPoir.

Urticaceae

BoehmeriagiganteaSatake

Boehmerianiveavar.nipponicaHatu.

PileapeploidesHook.&Am.
Balanophoraceae

BalanophoratobiracolaMak.
Aristochiaceae

AsarumcrassunMaekawa

Polygonaceae

PolygonumchinenseL.

PolygonumjaponicumMeissn.
PolygonumlongisetumdeBruyn
RumexjaponicusHoult.

Amaranthaceae

Achyranthesbidentatavar.hachijoensisHara
Nyctaginaceae

MirabilisjalapaL.
Aizoaceae

TetragoniatetragonoidesO．K.
Portulacaceae

PortulacaoleraceaL.

Caryophyllaceae

CerastiumglomeratumThuill.
DianthuskiusianusMak.

SaginamaximaA.Gray
Stellariaalsinever.undulataOhwi

StellariaaquaticaSeop.
StellariamediaVillas

Ranunculaceae

ClematisapiifoliaDC.
ClematistermifloraDC.

RanunculussilerifoliusL6v

ThalictrumujiinsulareHatusima
Lardizabalaceae

StauntoniahexaphyllaDecne.

Menispermaceae
CocculuslaurifoliusDC.

CocculustrilobusDC.

CycleainsularisHatusima
SinomeniumacutumRehd.&Wils.

StephaniajaponicaMiers

Magnoliaceae
IlliciumanisatumL.

KadzurajaponicaDunal

MicheliacompressaSarg.
Lauraceae

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
十
○
○

十
○
○○
＋
＋ ＋＋

○
○
○
○

○
○

●
●

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○：分布，＋：帰栽逸，▼：北限，※：新記録，今回確認
－
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CinnamomumdaphnoidesS．&Z.

Cinnamomumpuseudo-pedunculatumHay.
LitseajaponicaJuss.

PerseathunbergiiKosterm.
Papaveraceae

Colydalisheterocarpavar.japonicaOhwi
Cruciferae

LepidumvirginicumL.
Crassulaceae

SedumoryzifoliumMak.
Pittosporaceae

PittosporumtobiraAit.
Rosaceae

Phaphiolepisindicavar.integemimaf.umbellataHatusima
RosawichuraianaCrep.

Rubuscroceacanthusvar.maximowicziiSugimoto
RubusribisioidesMatsum.

RubussieboldiiBl.

Leguminosae

Amphicarpaeaedgeworthiivar.japonicaOliver
BauhiniajaponicaMaxim.
CanavalialineataDC.

Lespedezaformosavar・satsumensisHatusima

MedicagohispidaGaertn.
PuerarialobataOhwi

RynchosiavolubilisLour.
Oxalidaceae

OxaliscomiculataL.

Euphorbiaceae

AcalyphaaustralisL"

EuphorbiajolkiniBoiss.
EuphorbiasupinaRafin.

MallotusjaponicusMuell.-Arg.
Aquifoliaceae

IlexintegraThunb.
Celastraceae

EuonymuschibaeMak.

EuonymusjaponicusThunb.
EuonymustanakaeMaxim.

MicrotropisjaponicaHall.f.
Staphyleaceae
TurpiniaternataNakai

Vitaceae

Ampelopsisbrevipedunculatabar.hanceiRehd.
VitisficifoliaBunge

Elaeocarpaceae

ElaeocarpussylvestrisPoir.
Malvaceae

HibiscusmutabilisL.

Theaceae

CamelliajaponicaL.
EuryaemarginataMak.
EuryajaponicaThunb.

Violaceae

Violagrypocerasf.lucidaF・Maek.

Violayezoensisvar.pseudo-japonicaHatusima
Stachyuraceae

Stachyuruspraecoxvar・lancifoliusHara
Thymelaeaceae

マルバニッケイ

ヤブニッケイ

ハマビワ

タブノキ

ケシ科

キケマン

アブラナ科

マメグンバイナズナ

ベンケイソウ科

タイトゴメ

トベラ科

トベラ

バラ科

シャリンバイ

テリハノイバラ

リュウキュウバライチゴ

ビロウドカジイチゴ

ホウロクイチゴ

マメ科

ヤブマメ

ハヵマヵズラ

ハマナタマメ

サツマハギ

ゥマゴャシ

クズ

タンキリマメ

カタバミ科

カタバミ

トウダイグサ科

エノキグサ

イワダイゲキ

コニシキソウ

アカメガシワ

モチノキ科

モチノキ

ニシキギ科

ヒゼンマユミ

マサキ

コクテンギ

モクレイシ

ミッバウツギ科

ショウベンノキ

ブドウ科

テリハノブドウ

エビヅル

ホルトノキ科

ホルトノキ

アオイ科

フヨウ

ツバキ科

ヤブツバキ

ハマヒサカキ

ヒサカキ

スミレ科

ツヤスミレ

タイワンコスミレ

キブシ科

ナンバンキブシ

ジンチョウゲ科

○
○
○

○

○
＋
○
○
○
○

○
○
○
○

●
●

○
○
○
○

○
○

○

十
○

○
○
○

○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○|g
○

○：分布，＋：帰栽逸，▼：北限，※：新記録，今回確認
1■■■■■■■■
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和名Scientificname

○コショウノキ

グミ科

マルバグミ

マルバアキグミ

ウコギ科

カクレミノ

ヤツデ

キヅタ

セリ科

ハマウド

ツボクサ

ポタンポウフウ

ミズキ科
アオキ

DaphnekiusianaMiq.

Elaeagnaceae

ElaeagnusmacrophyllaThunb.

Elaeagnusumbellatavar.rotundifoliaMak.
Araliaceae

DendropanaxtrifidusMak.

FatsiajaponicaDecen.&Planch.
HederarhombeaBean

Umbelliferae

AngelicajaponicaA.Gray
CentellaaSiaticaUrban

PeucedanumjaponicumThunb.
Cornaceae

AucubajaponicaThunb.
METACHLAMYDEAE後生花被区

Ericaceae

Rhododendronsimsiivar.tamuraeKanenh．&Hatusima

Rhododendrontashiroivar.lasiophyllumHatusima

Myrsinaceae
ArdisiasieboldiiMiq.

Primulaceae

LysimachiajaponicaThunb.
LysimachiamauritianaLamk.

Plumbaginaceae

Limoniumwrightiif.arbusculumHatusima
Styracaceae

StyraxjaponicaS.&Z.
Oleaceae

LigustrumjaponicumThunb.
OsrnanthusinsularisKoidz.

Gentianaceae

SwertiatashiroiMak.

Apocynaceae
AnodendronaffineDruce

TrachelospermumasiaticumNakai

Asclepiadaceae
Cynanchumjaponicumf.puncticulatumOhwi
MarsdeniatomentosaMorr.&Decne.

StephanotisluchuensisKoidz.
Tylophoratanakaevar・glabrescensYamazaki

Convolvulaceae

CalystegiasoldanellaRoem．&Schult.
Boraginaceae
BothriospermumtenellumFisch.&Mey.

Verbenaceae

Callicarpajaponicavar.luxuriansRehd.
PhylanodifloraGreene
VitexrotundifoliaL．f.

Labiatae

AjugapygmaeaA.Gray
ScutellariaparvifoliaKoidz.
TeucriumviscidumBl.

Solanaceae

SolanumbiflorumLour.

SolanumlyratumThunb.

TubocapsicumanomalumMak.

Scrophulariaceae
VeronicasieboldianaMiq.

Orobanchaceae

○
○
○

○

○
○
○
○

○
○
○

○

○
○

ツツジ科

マルバサツキ

アラゲサクラッツジ

ヤブコウジ科

モクタチバナ

サクラソウ科

コナスビ

ハマポッス

イソマツ科
イソマッ

エゴノキ科
エゴノキ

モクセイ科

ネズミモチ

ナタオレノキ，シマモクセイ
リンドウ科

へツカリンドウ

キョウチクトウ科

サカキカズラ

ティヵヵズラ

ガガイモ科

クロバナイヨカズラ

キジョラン

オキナワシタキソウ

ケナシツルモウリンカ

ヒルガオ科
ハマヒルガオ

ムラサキ科

ハナイバナ

クマツヅラ科

オオムラサキシキブ

イワダレソウ

ハマゴゥ

シソ科

ヒメキランソウ

コバノタツナミ

コニガクサ

ナス科

メジロホウズキ

ヒヨドリジョウゴ

ハダカホウズキ

ゴマノハグサ科

カントラノオ

ハマウッボ科

○
○

○ ○

○
○
○
▼
○

○
○

○
○○
○ ○

○
○
○
○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
’
○○

○：分布，＋：帰栽逸，▼：北限，※：新記録，今回確認
－

-109－



宇
治
向
島

宇
治
家
島

Scientificname 和名

AeginetiaindicaL.

Plantaginaceae
PlantagoasiaticaL.

Rubiaceae

Damnacanthusindicusvar・parvifoliusKoidz.

Galiumspuriumf.strigosumKitagawa
Gardeniajasminoidesvar・grandifloraNakai
HedyotiscoreanaL6v.
PaedeniascandensMerr.

TarennagracilipesOhwi
Caprifoliaceae
LoniceraaffinsiHook.&Arn.

SambucuschinensisiLindl.

ViburnumjaponicumSpreng.
Viburnumodoratissimumvar・awabukiK.Kock

Cucurbitaceae

GynostemmapentaphyullumMak.
TrichosanthessinopuncataC．Y.Cheng&C，H・Yueh

Compositae
Ainsliaeamacroclinidioidesvar・okinawensisKitam.

Artemisiaindicavar.orentalisHara

Asterageratoidesssp・amplexifoliusKitam.
AsterujienseKitam.

CirsiumspinosumKitam.

ConyzabonariensisCrong.
CrepidiastrumlanceolatumNakai

Crepidiastrumlanceolatumf・pinnatilobumNakai
DendranthemaornatumKitam.

EcliptaprostrataL.

EupatoriumvariabileMak.

FarfugiumjaponicumKitam.

GnaphaliumpensylvanicumWilld.
SiegesbeckiaorientalisL.
SonchusoleraceusL.

YoungiajaponicaDC.
MONOCOTYLEDONEAE単子葉植物

Gramineae

Agropyrontsukushiensevar.tansiensOhwi

Brachypodiumsylvaticumvar・miserumKoidz.
CynodondactylonPers.
DigitariaciliarisKoel.

Echinochloacrus-galliP.Beauv.
EleusineindicaGaertn.

IschaemumaristatumL.

Miscanthussinensisvar・condensatusMak.

OplismenuscompositusP.Beauv.

Oplismunusundulatifoliusvar.japonicusKoidz.
PleioblastuslinearisNakai

PoaannuaL.

PolypogonmonspeliensisDesf.

PseudOsasajaponicaMak.

Setariaglaucavar・pallide-fuscaT・Koyama
Setariaviridisvar.pachystachysMark.&Nemoto
SporobolusfertilisW．D.Clayton
Zoysiamatrellavar，pacificaGoudsweard
Cyperaceae
Carexbreviculmisvar.discoideaBoott

Carexconicavar.latifoliaHatsu.

CarexdimorpholepisSteud.

ナンバンギセル

オオバコ科

オオバコ

アカネ科

コバノジュネノキ

ヤエムグラ

クチナシ

ソナレムグラ

ヘクソカズラ

ギョクシンカ

スイカズラ科
ハマニンドウ

ソクズ

ハクサンボク

サンゴジュ

ウリ科

アマチャヅル

オオカラスウリ

キク科

オキナワテイショウソウ

ニシヨモギ

イナカギク，ヤマシロギク
オオイソギク

オイランアザミ

アレチノギク

ホソバワダン

ハマナレン

サツマノギク

タカサブロウ

ヤマヒヨドリ

ッワブキ

チチコグサモドキ

ツクシメナモミ

ハルノノゲシ

オニタビラコ

○ ○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○

○

○
○
○
○

○
○

※

○ ○
○

○

○
○
○
○
十
○

○
○

○

○

○
○

＋
○

ゲスオ

シ
サ
ロ
ア

ハ
キ
ザ
ク
ラ
コ

メ

サ
ノ
ス
ミ
チ
ビ
リ
ノ
ヒ
？
ゲ

グ
バ
モ
ス
ジ
サ
ウ
タ
エ
エ
ロ
バ
ー
ゲ
ス

サ
ジ
シ
カ
ウ
チ
ザ
ュ
カ
ガ
ン
コ
オ
シ
ゲ
ス
コ

グ
モ
ギ
バ
エ
バ
ン
ョ
チ
ミ
キ
ノ
エ
キ
ノ
ノ
イ
ス
ン
ル

ジ
カ
ウ
シ
ビ
シ
ワ
ジ
ウ
ジ
ウ
メ
ヒ
ケ
ブ
エ
ミ
ラ
科
オ
カ
ナ

モ
マ
ョ
ヒ
ヌ
ヒ
イ
チ
ダ
チ
ュ
ズ
マ
ダ
ッ
マ
ズ
ウ
サ
ア
ジ
ゼ

カ
ヤ
ギ
メ
イ
オ
タ
ハ
エ
コ
リ
ス
ハ
ヤ
コ
ハ
ネ
コ
グ
コ
ウ
ア

リ

科
ツ
ネ
ヤ
イ
力

○
○
○
○
○
○
○
＋
○
○○
○

○

●
●

○
○
○

○

○

○

○：分布，＋：帰栽逸，▼：北限，※：新記録，今回確認
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和名Scientificname

オキナワジュズスゲ

シラスゲ

イヮカンスゲ

キノクニスゲ

ヒゲスゲ

ヒメクグ

クグガヤツリ

イガガヤッリ

イソヤマテンツキ

ヤシ科

ビロウ

サトイモ科

クワズイモ

マムシグサ

ムサシアブミ

ナンゴクウラシマソウ

ツユクサ科

マルバツユクサ

ツユクサ

コヤブミョウガ

イグサ科

イ

ユリ科

クサスギカズラ

ハラン

カラスギバサンキライ

ヤブラン

ノシラン

サツマサンキライ

ハマサルトリイバラ

ヒガンバナ科

ハマオモト

スイセン

ヤマノイモ科

ツクシタチドコロ

ニガカシュウ

ショウガ科

アオノクマタケラン

ラン科

オキナワチドリ

ボウラン

○
○
○
○
○
○
○
○

Carexischnostachyavar・fastigiataT・Koyanla

Carexjaponicavar.chlorostachysKUkenth.
CarexmakinoensisFranch.

CarexmatsumuraeFranch.

Carexwahuensisvar・robustaFr.&Sav.

Cyperusbrevifoliusvar・leiolepisT.Koyama
CyperuscompressusL.

CyperuspolystachyosRottb.

FimbristylissieboldiiMiq.
Palmae

Livistonachinensisvar.subglobasaBecc.
Araceae

AlocasiaodraSpach

ArisaemajaponicumBl.

ArisaemaringensSchott
ArisaemathunbergiiBl.

Commelinaceae

CommelinabenghalensisL.
CommelinacommunisL.

PolliamirandaHara

Juncaceae

Juncuseffususvar.decipiensbuchen.
Litiaceae

AsparaguscochinchinensisMerr.
AspidistraelatiorBl.

HeterosmilaxjaponicaKunth
LiriopemuscariBailey

OphiopogonjaburanLodd.
SmilaxbracteataPresl

SmilaxsebeanaMiq.

Amaryllidaceae

Crinumasiaticumvar.japonicumBaker
Narcissustazettavar.chinensisRoem.

Dioscoreaceae

DioscoreaasclepiadeaPrain&Burkill
DioscoreabulbiferaL.

Zingiberaceae

AlpiniaintermediaGagenp.
Orchidaceae

AmitostigmalepidumSchltr.
LuisiateresBl.

○
○
○

○

○
○
○
○

○
○

○

○

○
○
○
○

○
○
○

○|旱

○
○

○’○

○
○
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昆虫

日程：1993.Ⅸ､24～25

調査者：江平憲治

内容：採集又は目撃した種類は次の通りである。なお，＊のついた種は夜間燈火採集（24日）

で得られたものである。チョウ目のガ類については，大坪博文氏（鹿児島昆虫同好会）

に同定していただいた。

目名

チョウ目

科名

セセリチョウ科

シロチョウ科

シジミチョウ科

タテハチョウ科

メイガ科

シヤクガ科

スズメガ科

ヤガ科

-112-

種名

イチモンジセセリ

キチョウ

アマミウラナミシジミ

ツマグロヒョウモン

ヒメアカタテハ

＊モンキシロノメイガ

＊ワタヘリクロノメイガ

＊ミツシロモンノメイガ

＊アワノメイガ

＊サザナミシロアオシャク

＊エビガラスズメ

＊アサケンモン

＊オオタバコガ

＊カブラヤガ

＊オオバコヤガ

＊ハマオモトヨトウ

＊アワヨトウ

＊スジシロキヨトウ

＊ハスモンヨトウ

＊スジキリヨトウ

＊ヒメサビスジヨトウ

＊シロイチモジヨトウ

＊オオホシミミヨトウ

＊イチジクキンウワバ

＊オオウンモンクチバ

＊ワタアカキリバ



ヤガ科チョウ目 ＊アカキリバ

＊キンモンエグリバ

＊オオエグリバ

＊ヒメエグリバ

＊アカエグリバ

＊アカテンクチバ

＊ゴマフリドクガ

＊スジモンヒトリ

カマドウマ

マッムシ（鳴き声だけ）

ハラビロカマキリ

サツマゴキブリ（幼虫）

クロイワツクツク

ツクツクボウシ（鳴き声だけ）

＊ジュウジナガカメムシ

＊ヒメホシカメムシ

＊オオホシカメムシ

オオキンカメムシ

＊チャバネアオカメムシ

アジアイトトンポ

ウスバキトンボ（目撃）

＊クロヘリアトキリゴミムシ

＊オオアトボシアオゴミムシ

＊フタスジカンショコガネ

＊アオドウガネ

ニジュウヤホシテントウ

オオフタホシテントウ

＊ワモンサビカミキリ

キアシナガバチ

科リ

科
ブ

科
マ
科
科
キ

科
ガ
ウ
ギ
リ
ゴ

ガ
リ
ド
ロ
キ
ラ
科

ク
ト
マ
オ
マ
ダ
ミ

ド
ヒ
カ
コ
カ
マ
セ

バッタ目

カマキリ目

ゴキブリ目

カメムシ目

ナガカメムシ科

オオホシカメムシ科

キンカメムシ科

カメムシ科

イトトンボ科

トンボ科

ゴミムシ科

トンボ目

コウチュウ目

コガネムシ科

テントウムシ科

カミキリムシ科

スズメバチ科ハチ目

考察：宇治島には小さな河川があり，水生昆虫の採集を試みたがヤゴなどはまったく確認で

きなかった。近辺には，普通ならよく見かけるシオカラトンボやオオシオカラトンボの

成虫の姿も見られなかった。山頂付近にアジアイトトンボが数頭生息していたが，近く

に発生場所と思われる池らしいものはなく，島外から飛来してきたものではないかと思

われる。
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鳥類

鮫島正道

宇治群島は甑島の南方，北緯31.12'，東経129.29′に位置し，薩摩半島の野間岬から約70

kmの地点にある小さな群島である。家島と向島の主2島とその付近の小岩島からなっている。

いずれの島も無人島であるが，家島には漁船のための避難港があり，避難小屋もある。各島の

周囲は険しい断崖になっており，砂浜は発達しない。向島の最高峰は清内岳の319m,家島は9

5mで灯台がある。この宇治群島は草垣諸島とならび渡り鳥の中継地点として重要な島である。

宇治群島の烏類については迫による詳細な調査があり，これまでに30科98種の鳥類が記録さ

れている。今回，1993.9.24と25の両日にわたり鳥類観察の機会を得た。短期間で一人の記録

であり，渡り烏の通過時期としては早いせいか出現種の数に限界があったが，ここでは2日間

れている。今回，1993.9.24と25の両日にわたり烏類観察の機会を

であり，渡り烏の通過時期としては早いせいか出現種の数に限界か

の観察と定位観察法による調査の結果を合わせて概要を述べる。

調査時に出現した種の鳥類目録

ペリカン目PELECANIFORMES

カツオドリ科SULIDAE

カツオドリSIJZqJezJcogqster､pZotzJs(Forster)

コウノトリ目CICONIFORMES

サギ科ARDEIDAE

コサギ囎7､ettqgαγZettqgq7zettq(Linnaeus)

クロサギ恥7，ettaSaC7､αsacγ､α(Gmelin)

アオサギA7､deqcme7･eα/oIJyjClark

ワシタカ目FALCONIFORMES

ワシタカ科ACCIPITRIDAE

ミサゴPα刀成o刀加"αe加s加"αet"s(Linnaeus)

トビハ〃UIJsmzgr.α"s肋eα畑s(J.E.Gray)

ハヤブサ科FALCONIDAE

ハヤブサFt"℃opeJ､eg7､加usjapo"e"sjsGmelin

チョウゲンボウFqJcot加刀I"zcIJJIJsmte7､smzctzJsHorsfield

チドリ目CHARADRIIFORMES

シギ科SCOLOPACIDAE

アオアシシギ野j昭α〃e伽Jα”a(Gunnerus)

イソシギ僻加gαﾉ"polezJcosLinnaeus

ハト目COLUMBIFORMES

ハト科COLUMBIDAE

カラスバトCoJIJm6qjα"t〃"αjtz加航"αTemminck

スズメ目PASSERIFORMES

ツバメ科HIRUNDINIDAE

ツバメ鰯パ"zao戸IJstjcqg伽如γα"sScopoli
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セキレイ科MOTACII｣I｣IDAE

キセキレイMotqcj"αcme7､ea7､o6IJstq(Brehm)

ハクセキレイMotqc〃ααlbczIzJge7zsGloger

モズ科LANIIDAE

モズLamusbucep/zqJIJs6IJcep伽JIJsTemminck&Schlegel

ヒタキ科MUSCICAPIDAE

イソヒヨドリMO7ZtjCOIqSO"aFmspMppe"sis(MUller)

ウグイスCe城α吻加刀eca航α九s(Temminck&Schlegel)

サンコウチョウ沈叩sjp加刀eαかOCQZJaataaかocau血tq(Eyton)

メジロ科ZOSTEROPIDAE

メジロZoster､oPsjapo"jcaj叩omcqTemminck&Schlegel

ホオジロ科EMBERIZIDAE

アオジEmbe7､jzqSpodocep/zqjqpe7･so刀amTemminck

カラス科CORVIDAE

ハシブトガラスCo7､UIJsmqcr､o7､伽刀c肋sjapon,e71,sjsBonaparte

上記の6目13科21種であった。

今回の調査でサギの仲間で最大のアオサギが追加されたが，他のすべては既に迫によって記

録されている種であった。

家島の避難小屋周辺において1993.9.25の6:00～7:00の問，定位観察法による調査を行っ

た。その結果を表1に示す。

1993年の9月25日現在では渡り鳥（冬鳥・夏烏）は極端に少なく，本格的な渡りが始まって

いないように思えた。

今回の宇治群島の調査時期の鳥相は，(1)生物（烏類）季節phenology(その地方にすみ，

あるいは出現する鳥類の移動や繁殖の季節的な研究）の観点からみると，5種が留鳥，2種が

漂烏，1種が夏烏，1種が冬烏であった。(2)鳥類個体群avianpopulation(その地方の鳥類

の数量的および生産的な研究）の観点からみると，定位観察法の表1で平均優占度は，ハシブ

トガラスが50%で最も多<,次いでメジロ，トビであり，これらの種ですでに80%を占めてい

る。このように2～3種の鳥が優占種となるのは，とくに各地の島の鳥相に共通な現象である

とされている。(3)鳥類群集birdcommunity(その地方の鳥類の環境や相互関係）について述

べると，森林鳥類群集，草原鳥類群集，移水帯鳥類群集，内（淡）水面鳥類群集，外（塩）水

面鳥類群集の一部をすべてを有しており，いろいろな環境にすんでいる烏（渡り鳥）の中継点

となっている島唄の烏相の特徴を示しているように思える。

今回，1993.9.24と25の両日にわたり観察された鳥類の中には天然記念物に指定された種は

ないが，特殊鳥類として「レッドデータブック」（日本の絶滅のおそれのある野生生物）の掲

載種の危急種のミサゴ，ハヤブサ，カラスバトが含まれている。

宇治群島は草垣諸島と並び，渡り鳥の中継点にもなっており，重要な地点である。今後とも，

時期を変えた詳細な調査が必要と思える。
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表1定位観察法により確認された調査地域の鳥類

観察時期（'93,9／25）

6:00～7:00
種名 備考

総個体数 平均優占度

lハシブトガラス 留鳥38 50.00

2メジロ 13 留鳥17.11

3トビ 10 留鳥

留鳥・漂烏

13.16

4キセキレイ 6 7.89

5ツバメ 夏烏4 5．26

6カラスバト 丘刀皀
田JILソ２ 2．63

アオサギ
ワ
ィ 漂烏1.321

8イソヒヨドリ 留鳥

冬鳥

1.321

9ハクセキレイ 1.32

9種 76個体

聖
ハクセキレイ1993．9．25 ハシブトガラス1993．9．25
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地質

1地質構造的な位置

四万十層群の北西限すなわち仏像構造線は甑島・

宇治・草垣群島と屋久島の問をとおっており宇治

群島は内帯の白亜系が露出していると考えられて

いる。

波多江（1955）は琉球列島の地質区分について，

内側から旧期火山帯，これに平行する中・新期火

山帯，古期岩帯，新第三系帯の4帯に分けた。そ

れによると宇治群島は旧期火山帯に属し新第三紀

の火山岩を特徴とする地帯に入る。
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砂2宇治群島の地質状況

（1）宇治島（家島）

家島全体は安山岩でできた島で，溶岩および

地質構造図（木崎甲子郎，1985）

凝灰角れき岩からなっており，海岸沿いの切りたった崖では溶岩と凝灰角れき岩の互層が

みられる。

それらを覆うシラスなどの火砕流堆積物や新期の火山灰層は確認できなかった。

港では安山岩および凝灰角れき岩が分布し，安山岩には流理構造の発達したものや長石

の結晶の目立つものなどいろいろな種類がある。凝灰角れき岩のれきは安山岩である。ま

た，港周辺の岩石は変質して緑色がかっており，石英脈も走っている。

変質安山岩などの存在より家島の火山岩類は，南薩・枕崎周辺から南方の宇治群島・草

垣群島および小宝島・宝島などにも分布している変質安山岩と同様，グリーンタフ活動の

影響を受けた火山岩類であると考えられる。

(2)宇治向島

波が高く，上陸は1カ所しかできず活動範囲はごく狭い範囲に限定された。船上から見

た地質状況は島の東側は火山岩の産状を呈している。

島の南西側には堆積岩が露出しており，この堆積岩を火成岩が貫いている露頭も観察さ

れる。堆積岩はけつ岩・砂岩で，けつ岩の中にはサンドパイプの痕跡化石が見られる。丹

念に捜すといろいろな化石も発見できる可能性がある。

この堆積岩は甑島に分布する姫浦層群（白亜紀）や上甑島層群（古第三紀）と類似する

ものと考えられるが，詳しい調査がされていないので関係はよく分かっていない。
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応可火山岩類 目堆積岩類
宇治群島の地質図（鹿児島県地質図、1990)

〃十

篭患

雲鍵窪謹
詮

宇治島港

溶岩と凝灰角礫岩の境界

宇治向島波多江岬

堆積岩が分布している

蕊、
唾～

恥

＃
１
Ａ

宇治群島西立神島

(驚謹鯉艤鱈罵るが‘
宇治島南日岳下の海岸

小断層がみられる
）
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